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第
一
章　

総
則

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
不
動
産
の
表
示
及
び
不
動
産
に
関
す
る

権
利
を
公
示
す
る
た
め
の
登
記
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
権
利
の
保
全
を
図
り
、
も
っ
て
取
引

の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

＊〔
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
公
示
〕
法
第
四
章
第
二
節
、〔
不
動
産

に
関
す
る
権
利
の
公
示
の
登
記
〕
法
第
四
章
第
三
節

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意

義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

不
動
産　

土
地
又
は
建
物
を
い
う
。

二　

不
動
産
の
表
示　

不
動
産
に
つ
い
て
の
第
二
十
七
条
第
一

号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
、
第
三
十
四
条
第
一
項
各
号
、

第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
一
項
各
号
又
は
第
五

十
八
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
登
記
事
項
を
い
う
。

三　

表
示
に
関
す
る
登
記　

不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
を

い
う
。

四　

権
利
に
関
す
る
登
記　

不
動
産
に
つ
い
て
の
次
条
各
号
に

掲
げ
る
権
利
に
関
す
る
登
記
を
い
う
。

五　

登
記
記
録　

表
示
に
関
す
る
登
記
又
は
権
利
に
関
す
る
登

記
に
つ
い
て
、
一
筆
の
土
地
又
は
一
個
の
建
物
ご
と
に
第
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子

計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
い
う
。

六　

登
記
事
項　

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
登
記
記
録
と
し
て

登
記
す
べ
き
事
項
を
い
う
。

七　

表
題
部　

登
記
記
録
の
う
ち
、
表
示
に
関
す
る
登
記
が
記

録
さ
れ
る
部
分
を
い
う
。

八　

権
利
部　

登
記
記
録
の
う
ち
、
権
利
に
関
す
る
登
記
が
記

録
さ
れ
る
部
分
を
い
う
。

九　

登
記
簿　

登
記
記
録
が
記
録
さ
れ
る
帳
簿
で
あ
っ
て
、
磁

気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を

確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

を
も
っ
て
調
製
す
る
も
の
を
い
う
。

十　

表
題
部
所
有
者　

所
有
権
の
登
記
が
な
い
不
動
産
の
登
記

記
録
の
表
題
部
に
、
所
有
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
者
を

い
う
。

十
一　

登
記
名
義
人　

登
記
記
録
の
権
利
部
に
、
次
条
各
号
に

掲
げ
る
権
利
に
つ
い
て
権
利
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
者

を
い
う
。

十
二　

登
記
権
利
者　

権
利
に
関
す
る
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
登
記
上
、
直
接
に
利
益
を
受
け
る
者
を
い
い
、
間
接
に

利
益
を
受
け
る
者
を
除
く
。

十
三　

登
記
義
務
者　

権
利
に
関
す
る
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
登
記
上
、
直
接
に
不
利
益
を
受
け
る
登
記
名
義
人
を
い

い
、
間
接
に
不
利
益
を
受
け
る
登
記
名
義
人
を
除
く
。

十
四　

登
記
識
別
情
報　

第
二
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
登

記
名
義
人
が
登
記
を
申
請
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
記

名
義
人
自
ら
が
当
該
登
記
を
申
請
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
符
号
そ
の
他
の
情
報
で
あ
っ
て
、
登

記
名
義
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

十
五　

変
更
の
登
記　

登
記
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
当

該
登
記
事
項
を
変
更
す
る
登
記
を
い
う
。

十
六　

更
正
の
登
記　

登
記
事
項
に
錯
誤
又
は
遺
漏
が
あ
っ
た

場
合
に
当
該
登
記
事
項
を
訂
正
す
る
登
記
を
い
う
。

十
七　

地
番　

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
一
筆
の
土
地
ご
と

に
付
す
番
号
を
い
う
。

十
八　

地
目　

土
地
の
用
途
に
よ
る
分
類
で
あ
っ
て
、
第
三
十

四
条
第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

十
九　

地
積　

一
筆
の
土
地
の
面
積
で
あ
っ
て
、
第
三
十
四
条

第
二
項
の
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

二
十　

表
題
登
記　

表
示
に
関
す
る
登
記
の
う
ち
、
当
該
不
動

産
に
つ
い
て
表
題
部
に
最
初
に
さ
れ
る
登
記
を
い
う
。

不

登

不

登

不
動
産
登
記
法
（
一
条
・
二
条
）
総
則

不
動
産
登
記
法

平
成
一
六
・
六
・
一
八

法
律
一
二
三
号

改
正　

平
一
六

－

法
一
四
七
、
法
一
五
二
、
平
一
七

－

法
二
九
、
平
一
八

－

法
一
〇
九
、
平
一
九

－

法
二
三
、
法
一
三
二
、
平
二
三

－

法
三
二
、

法
五
三
、
平
二
五

－

法
六
一
、
平
二
六

－

法
六
九
、
平
二
八

－

法
五

一
、
平
二
九

－

法
四
五
、
平
三
〇

－

法
七
二
、
令
元

－

法
一
六
、
令

二

－

法
一
二
、
令
三

－

法
二
四
、
法
三
七
、
令
四

－

法
六
八
、
令
五

－

法
六
三

（
編
者
付
記
）　

こ
ん
な
工
夫
も
、
一
寸
し
て
み
ま
し
た
。
本
法
等
の

重
要
関
係
先
例
の
一
つ
、
平
二
五
・
一
二
・
一
一
民
二
第
七
八
一

号
通
達
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
…（
中
略
）…
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
本
書
別
冊
収
録
）
は
、
周
知
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も

同
年
九
・
四
最
高
裁
大
法
廷
「
決
定
」
が
事
の
発
端
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
「
民
法
の
一
部
改
正
」
に
結
実
し
て
、
当
通
達
の
公
布
に

至
っ
た
も
の
。
そ
こ
で
一
計
を
案
じ
、
本
通
達
中
に
、
直
接
的
に

引
用
さ
れ
て
い
る
、
当
該
「
決
定
」
を̶

そ
れ
ら
引
用
部
分
を

主
に̶

抄
録
し
て
、
読
者
各
位
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

折
り
に
触
れ
て
、
一
瞥
い
た
だ
き
、
あ
る
い
は
「
蛇
足
」
と
の

異
見
も
予
期
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
敢
え
て
、
高
説
を
拝
承
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
編
集
者
冥
利
に
尽
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
未
施
行
）　

①
令
三
法
二
四
〈
令
六
・
四
・
一
施
行
／
令
八
・
四
・

二
七
ま
で
に
施
行
〉
対
象
規
定
に
注
記
あ
り
②
令
四
法
六
八

〈
令
七
・
六
・
一
六
ま
で
に
施
行
〉
対
象
規
定
に
注
記
あ
り
③

令
五
法
六
三
〈
令
八
・
六
・
一
五
ま
で
に
施
行
〉
対
象
規
定
に

注
記
あ
り
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二
十
一　

家
屋
番
号　

第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
一
個
の
建

物
ご
と
に
付
す
番
号
を
い
う
。

二
十
二　

区
分
建
物　

一
棟
の
建
物
の
構
造
上
区
分
さ
れ
た
部

分
で
独
立
し
て
住
居
、
店
舗
、
事
務
所
又
は
倉
庫
そ
の
他
建

物
と
し
て
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
六
十
九
号
。
以
下
「
区
分
所
有
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第

三
項
に
規
定
す
る
専
有
部
分
で
あ
る
も
の
（
区
分
所
有
法
第

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ
た
も
の
を
含

む
。）を
い
う
。

二
十
三　

附
属
建
物　

表
題
登
記
が
あ
る
建
物
に
附
属
す
る
建

物
で
あ
っ
て
、
当
該
表
題
登
記
が
あ
る
建
物
と
一
体
の
も
の

と
し
て
一
個
の
建
物
と
し
て
登
記
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

二
十
四　

抵
当
証
券　

抵
当
証
券
法
（
昭
和
六
年
法
律
第
十
五

号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
抵
当
証
券
を
い
う
。

（
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
等
）

第
三
条　

登
記
は
、
不
動
産
の
表
示
又
は
不
動
産
に
つ
い
て
の
次

に
掲
げ
る
権
利
の
保
存
等
（
保
存
、
設
定
、
移
転
、
変
更
、
処

分
の
制
限
又
は
消
滅
を
い
う
。
次
条
第
二
項
及
び
第
百
五
条
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
す
る
。

一　

所
有
権

二　

地
上
権

三　

永
小
作
権

四　

地
役
権

五　

先
取
特
権

六　

質
権

七　

抵
当
権

八　

賃
借
権

九　

配
偶
者
居
住
権

十　

採
石
権
（
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一

号
）
に
規
定
す
る
採
石
権
を
い
う
。
第
五
十
条
、
第
七
十
条

第
二
項
及
び
第
八
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）

＊〔
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
〕（
不
動
産
）
法
二
１
、（
土
地
の

表
示
に
関
す
る
登
記
）
法
二
七
〜
三
三
・
三
四
〜
三
九
・
四
一
〜

四
三
、（
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記
）
法
二
七
〜
三
三
・
四
四
〜

四
九
・
五
一
〜
五
八
、〔
権
利
に
関
す
る
登
記
〕
民
一
七
七
・
五
八

一
・
六
〇
五
、〔
所
有
権
〕
民
二
〇
六
・
二
〇
七
・
二
四
二
・
二
四

九
・
二
五
〇
・
二
五
五
〜
二
五
八
、（
所
有
権
保
存
の
登
記
）
法
七

四
〜
七
六
、〔
地
上
権
〕
民
二
六
五
・
二
六
六
・
二
六
八
・
三
六
九

②
、
借
地
借
家
法
三
〜
七
・
九
〜
一
一
・
一
三
〜
一
六
・
一
九
・

二
二
〜
二
五
、（
法
定
地
上
権
）
民
三
八
八
、
民
執
八
一
、
立
木
五
、

工
抵
一
六
①
、鉱
抵
三
、国
税
徴
一
二
七
、（
地
上
権
設
定
の
登
記
）

法
五
九
・
七
八
、〔
永
小
作
権
〕
民
二
七
〇
・
二
七
二
・
二
七
三

・
二
七
五
〜
二
七
八
、（
永
小
作
権
設
定
の
登
記
）
法
五
九
・
七
九
、

〔
地
役
権
〕
民
二
八
〇
〜
二
八
五
・
二
八
九
〜
二
九
三
、（
地
役
権

設
定
の
登
記
）
法
五
九
・
八
〇
、
規
則
一
五
九
、〔
先
取
特
権
〕
民

三
〇
三
〜
三
〇
五
・
三
四
一
、（
一
般
の
先
取
特
権
）民
三
〇
六
、（
不

動
産
の
特
別
の
先
取
特
権
）
民
三
二
五
〜
三
二
八
、（
先
取
特
権

の
登
記
）
法
五
九
・
八
三
・
八
五
〜
八
七
、
規
則
一
六
一
・
一
六

二
、〔
質
権
〕
民
三
四
二
〜
三
四
八
・
三
五
六
〜
三
六
一
・
三
六
二
、

（
質
権
設
定
の
登
記
）
法
五
九
・
八
三
・
九
五
、〔
抵
当
権
〕
民
三

六
九
〜
三
七
六
・
三
九
二
・
三
九
三
、（
抵
当
権
設
定
の
登
記
）

法
五
九
・
八
三
・
八
八
①
、〔
根
抵
当
権
〕
民
三
九
八
の
二
〜
三

九
八
の
五
・
三
九
八
の
一
一
〜
三
九
八
の
一
四
・
三
九
八
の
一
六

〜
三
九
八
の
一
八
・
三
九
八
の
二
〇
、（
根
抵
当
権
設
定
の
登
記
）

法
五
九
・
八
三
①
（
１
を
除
く
。）・
八
八
②
、〔
賃
借
権
〕
民
六

〇
一
・
六
〇
五
、
借
地
借
家
法
三
〜
七
・
九
〜
一
一
・
一
三
〜
一

六
・
一
九
・
二
二
〜
二
五
・
三
一
・
三
五
・
三
六
・
三
八
、（
法
定

賃
借
権
）
立
木
六
・
七
、
仮
登
記
担
保
一
〇
、（
賃
借
権
設
定
の

登
記
）法
五
九
・
八
一
、〔
採
石
権
〕
採
石
二
・
四
・
二
〇
・
二
一
、

（
採
石
権
設
定
の
登
記
）
法
五
九
・
八
二
、〔
処
分
制
限
〕
民
執
四

八
・
一
一
一
・
民
保
四
七
・
五
三
、
会
社
法
五
四
二
・
五
七
四
・

六
五
六
・
八
二
五
①
、
破
二
八
①
・
一
七
一
①
・
二
五
八
①
・
二

五
九
①
、
会
更
二
六
〇
①
、
民
再
一
二
①
、
国
税
徴
六
八
③
・
八

六
③
等
、
公
有
水
面
二
七
、
土
収
四
五
の
二

（
権
利
の
順
位
）

第
四
条　

同
一
の
不
動
産
に
つ
い
て
登
記
し
た
権
利
の
順
位
は
、

法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
登
記
の
前
後
に
よ

る
。

２　

付
記
登
記
（
権
利
に
関
す
る
登
記
の
う
ち
、
既
に
さ
れ
た
権

利
に
関
す
る
登
記
に
つ
い
て
す
る
登
記
で
あ
っ
て
、
当
該
既
に

さ
れ
た
権
利
に
関
す
る
登
記
を
変
更
し
、
若
し
く
は
更
正
し
、

又
は
所
有
権
以
外
の
権
利
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
移
転
し
、
若
し

く
は
こ
れ
を
目
的
と
す
る
権
利
の
保
存
等
を
す
る
も
の
で
当
該

既
に
さ
れ
た
権
利
に
関
す
る
登
記
と
一
体
の
も
の
と
し
て
公
示

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
六

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
順
位
は
主
登
記
（
付
記
登
記
の
対
象
と

な
る
既
に
さ
れ
た
権
利
に
関
す
る
登
記
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
順
位
に
よ
り
、
同
一
の
主
登
記
に
係
る
付

記
登
記
の
順
位
は
そ
の
前
後
に
よ
る
。

＊
❶〔
順
位
〕
法
四
①
・
五
九
８
、
規
則
一
四
七
、（
別
段
の
定
め
）

民
三
二
九
・
三
三
一
・
三
三
六
・
三
三
九
・
三
六
一
・
三
七
四
・

三
九
八
の
一
四
①
た
だ
し
書
、
法
八
九
・
九
五
②
・
一
〇
六
、（
登

記
の
前
後
）
法
二
〇
、
規
則
二
・
五
八
・
一
四
七
、
❷〔
付
記
登
記
〕

法
四
②
、
規
則
三
・
一
四
八
、
民
三
七
六
②
・
三
九
三

（
登
記
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
第
三
者
）

第
五
条　

詐
欺
又
は
強
迫
に
よ
っ
て
登
記
の
申
請
を
妨
げ
た
第
三

者
は
、
そ
の
登
記
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

他
人
の
た
め
に
登
記
を
申
請
す
る
義
務
を
負
う
第
三
者
は
、

そ
の
登
記
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
そ
の
登
記
の
登
記
原
因
（
登
記
の
原
因
と
な
る
事
実
又
は

法
律
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
自
己
の
登
記
の
登
記
原
因

の
後
に
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

＊
民
一
七
七
（
登
記
の
対
抗
力
）

第
二
章　

登
記
所
及
び
登
記
官

（
登
記
所
）

不

登

不

登

不
動
産
登
記
法
（
三
条

｜

五
条
）
登
記
所
及
び
登
記
官
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第
六
条　

登
記
の
事
務
は
、
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務

局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
支
局
又
は
こ
れ

ら
の
出
張
所
（
以
下
単
に
「
登
記
所
」
と
い
う
。）が
つ
か
さ
ど

る
。

２　

不
動
産
が
二
以
上
の
登
記
所
の
管
轄
区
域
に
ま
た
が
る
場
合

は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
務
大
臣
又
は
法

務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
の
長
が
、
当
該
不
動
産
に
関
す
る

登
記
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
登
記
所
を
指
定
す
る
。

３　

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
指
定
が
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
登
記
の
申
請
は
、
当
該
二
以
上
の
登
記
所
の
う
ち
、

一
の
登
記
所
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
❶〔
法
務
局
・
地
方
法
務
局
・
支
局
・
出
張
所
の
管
轄
区
域
〕
法
務

局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
四
別
表
、
❷

〔
管
轄
登
記
所
の
指
定
〕
不
動
産
の
管
轄
登
記
所
等
の
指
定
に
関
す

る
省
令
、
準
則
二
〜
五
、
❸〔
登
記
の
申
請
〕（
土
地
の
表
題
登
記
の

申
請
）
法
三
六
、（
建
物
の
表
題
登
記
の
申
請
）
法
四
七
、
規
則
四

〇

（
事
務
の
委
任
）

第
七
条　

法
務
大
臣
は
、
一
の
登
記
所
の
管
轄
に
属
す
る
事
務
を

他
の
登
記
所
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊〔
委
任
〕
登
記
事
務
委
任
規
則
、（
登
記
記
録
等
の
移
送
）
準
則
一

〇
・
八
・
九

（
事
務
の
停
止
）

第
八
条　

法
務
大
臣
は
、
登
記
所
に
お
い
て
そ
の
事
務
を
停
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
期
間
を
定
め
て
、

そ
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊〔
事
務
停
止
の
報
告
等
〕
準
則
六

（
登
記
官
）

第
九
条　

登
記
所
に
お
け
る
事
務
は
、
登
記
官
（
登
記
所
に
勤
務

す
る
法
務
事
務
官
の
う
ち
か
ら
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の

長
が
指
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
取
り
扱
う
。

＊〔
登
記
官
の
交
替
〕
準
則
七

（
登
記
官
の
除
斥
）

第
一
〇
条　

登
記
官
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
四
親
等
内
の
親

族
（
配
偶
者
又
は
四
親
等
内
の
親
族
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
登
記
の
申
請
人
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
登
記
官
は
、
当
該
登
記
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
登
記

官
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
四
親
等
内
の
親
族
が
申
請
人
を

代
表
し
て
申
請
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

＊〔
四
親
等
内
の
親
族
〕
民
七
二
五
〜
七
二
八

第
三
章　

登
記
記
録
等

（
登
記
）

第
一
一
条　

登
記
は
、
登
記
官
が
登
記
簿
に
登
記
事
項
を
記
録
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

＊〔
登
記
官
〕
法
九
、〔
登
記
簿
〕
法
二
９
、（
土
地
の
登
記
記
録
）
規

則
四
①
、（
建
物
の
登
記
記
録
）
規
則
四
②
③
、（
登
記
記
録
の
権

利
部
）法
二
８
、（
甲
区
、
乙
区
）
規
則
四
④

（
登
記
記
録
の
作
成
）

第
一
二
条　

登
記
記
録
は
、
表
題
部
及
び
権
利
部
に
区
分
し
て
作

成
す
る
。

＊〔
登
記
記
録
〕
法
二
５
、〔
表
題
部
〕
法
二
７
、
規
則
四
①
〜
③
、

〔
権
利
部
〕
法
二
８
、
規
則
四
④

（
登
記
記
録
の
滅
失
と
回
復
）

第
一
三
条　

法
務
大
臣
は
、
登
記
記
録
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失

し
た
と
き
は
、
登
記
官
に
対
し
、
一
定
の
期
間
を
定
め
て
、
当

該
登
記
記
録
の
回
復
に
必
要
な
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊〔
登
記
記
録
〕
法
二
５
、（
登
記
記
録
の
滅
失
）
規
則
三
〇
、
準
則

二
四
①
②
、〔
登
記
記
録
の
回
復
〕（
登
記
記
録
の
編
成
）
規
則
四
、

〔
副
登
記
記
録
〕
規
則
九
１

（
地
図
等
）

第
一
四
条　

登
記
所
に
は
、
地
図
及
び
建
物
所
在
図
を
備
え
付
け

る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
地
図
は
、
一
筆
又
は
二
筆
以
上
の
土
地
ご
と
に
作
成

し
、
各
土
地
の
区
画
を
明
確
に
し
、
地
番
を
表
示
す
る
も
の
と

す
る
。

３　

第
一
項
の
建
物
所
在
図
は
、
一
個
又
は
二
個
以
上
の
建
物
ご

と
に
作
成
し
、
各
建
物
の
位
置
及
び
家
屋
番
号
を
表
示
す
る
も

の
と
す
る
。

４　

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
所
に
は
、
同
項
の
規

定
に
よ
り
地
図
が
備
え
付
け
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
に
代
え

て
、
地
図
に
準
ず
る
図
面
を
備
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

前
項
の
地
図
に
準
ず
る
図
面
は
、
一
筆
又
は
二
筆
以
上
の
土

地
ご
と
に
土
地
の
位
置
、
形
状
及
び
地
番
を
表
示
す
る
も
の
と

す
る
。

６　

第
一
項
の
地
図
及
び
建
物
所
在
図
並
び
に
第
四
項
の
地
図
に

準
ず
る
図
面
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
❶〔
地
図
〕
法
一
四
②
、
規
則
一
〇
、
準
則
一
二
、〔
地
図
、
建
物

所
在
図
の
副
記
録
〕
規
則
一
五
の
二
、（
地
図
の
記
録
事
項
）
規

則
一
三
、（
地
図
の
作
成
等
）
準
則
一
二
、（
土
地
の
表
題
部
の
番

号
の
記
録
）
規
則
一
五
、（
地
図
訂
正
）
規
則
一
六
、（
地
図
の
写

し
の
交
付
・
閲
覧
請
求
）法
一
二
〇
、
規
則
一
九
三
・
二
〇
〇
・

二
〇
二
、（
土
地
の
表
題
部
の
番
号
記
録
）、〔
建
物
所
在
図
〕
法

一
四
③
、
規
則
一
一
、
準
則
一
五
、（
建
物
所
在
図
の
記
録
事
項
）

規
則
一
四
、（
建
物
の
表
題
部
の
番
号
記
録
）
規
則
一
五
、（
建
物

所
在
図
の
写
し
の
交
付
、
閲
覧
請
求
）
法
一
二
〇
、
規
則
一
九
三

・
二
〇
〇
・
二
〇
二
、（
地
図
等
の
閉
鎖
）
規
則
一
二
、
❷〔
地
図

の
作
成
〕
準
則
一
二
、
❸〔
建
物
所
在
図
の
作
成
〕
準
則
一
五
、
❹

不

登

不

登

不
動
産
登
記
法
（
六
条

｜

一
四
条
）
登
記
記
録
等


